
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３号 令和２年６月３０日

令和２年は、誰にとっても忘れられない年となる。 

校長 及川 勝也  

学校が再開されて約１か月が経過し、通常の年であれば運動会等の大行事が終了して、子ど

もたちに落ち着きと成長の兆しが見えてくる時期なのですが、今年については６月が実質４

月でしたので、最近の天候と同様、夏休みまではまだまだ遠く感じてしまいます。 

実際の夏休みもご承知のとおり今年度は短縮し、休校中に係る学びの時間確保に使うこと

になります。また、多くの学校行事は縮小したり変更したりした形で２学期以降の実施となり

ますので、この後の子どもたちは大忙しとなるのは間違いありません。そのような中でも、子

どもたちのイライラやストレスを解消し、落ち着いた環境をつくるのは学校側の責務と考え

ており、保護者の皆様のご協力を得ながら、子どもたちの成長によい影響を与え続けていきた

いと思います。 

さて、現在校長個人としてつらいことは、今の時期になっても全ての子どもの顔と名前が一

致していないことです。朝の校門に時々立って子どもたちと挨拶を交わしていても、休みが長

く続いた上に，帽子とマスク姿で登校してくる子どもたちですので，目と背格好だけで一人一

人を記憶していくのはなかなか苦労するものです。 

それでも１か月経ってみると、挨拶以外に短い会話をする子が増えて、その子の名前と特徴

が少しずつ頭にインプットされてきています。 

「ああーいやだ、いやだ。また雨が降ったから、ここから玄関までが『ミミズ地獄！』。」と話

してくれる子がいました。確かに昨日までは、立派なミミズが雨で息苦しくて、歩道と車道に

たくさん出てきていました。そこで「大丈夫、今日は一匹もいないよ。」と朝に集めて畑に帰

ってもらった結果を伝えるとそれでもいやそうな顔で校門を通過していきました。 

また、別な子は、毎朝ごみを拾ってきてくれて、「途中に落ちていました。」と私に手渡して

くれます。「ありがとう。」と言って受け取りますが、時々、ガラスの破片・ネジ・カラスの羽

根などもあり、「危ないものは拾わなくていいよ。」と伝えます。 

そんなやり取りをしながらもいよいよ７月に入ります。学校では，感染症対策を十分に取り

ながらも少しずつ通常に近い形での学習に戻していきたいのですが，『新しい生活様式』の実

践は油断なく継続です。 

明日から子どもたちは，どのような目と言葉で登校してきてくれるのかが楽しみです。時間

のない朝ではありますが、学校でも気持ちよく過ごせるよう、登校に当たっては家庭ごとに気

持ちよく送り出す努力をしていただけたらと思います。朝から楽しい会話ができるために，よ

ろしくお願いいたします。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日 曜 ７月の行事予定     

１ 水 青パト 交通安全街頭指導 避難訓練 
２ 木 ALT 来校 

７ 火 さわやか集会 
１０ 金 参観日（6年 青 5） 
１３ 月 参観日（1年）スクールカウンセラー来校 
１４ 火 参観日（2年）スクールカウンセラー来校 
１５ 水 諸費振替日 非行防止教室（６年） 
１７ 金 参観日（5年）スクールカウンセラー来校 
２０ 月 参観日（4年 青 2） 心電図検査（1年） 
２１ 火 参観日（3年青 1）スクールカウンセラー来校 
２７ 月 ALT 来校 
＊行事予定は変更になる場合がありますので，学級通信等
でご確認ください。 

実践の合い言葉 ： 「小さな約束を みんなで やりきる学校」 

お知らせ 
株式会社弘文社様から手指消毒用のアルコール

を，株式会社カズマ様，有限会社ホリゾン様，株

式会社ティーオー様からマスク 20 枚を寄贈いた

だきました。ありがとうございます。 

授業を通して 
ねらい：確かな学力の定着，習得したことを活用 
小さな約束：学習規律「せ・め・て」，返事 

具体的な取り組みを紹介します 

学校の教育目標:「たくましい子ども【すすんで学ぶ・助けあう・やりぬく・きたえる】 

１年生にとっては初めての学校生活。臨時休校

がありましたが，すっかり慣れ，一生懸命に勉強

に励んでいます。姿勢や鉛筆の持ち方にも気を付

けて頑張っています。 
ご家庭では，鉛筆 

を削ってくることを 
お願いするなど，学 
校と家庭で役割を分 
担しながら進めています。  （授業の様子） 

 人との身体的距離の確保し工夫しながら運動に

親しんでいます。体育館やグラウンドでなくても

楽しんで取り組む「ケンケンパーコーナー」やブ

ランコも大人気です。          

 
 
 
 
 

 

 西地区美化運動６月１５日 
 小さな約束「進んでゴミを拾って，自分たちの地域を
きれいにする」 
 例年は地域の方々と一緒に活動していましたが，
今年度は新型コロナウィルス感染症予防のため，児
童・教職員で行いました。 
 

家庭，地域との連携 
 

体験を通して②  
⇒育成する力：環境整備する態度 体験を通して① 

⇒育成する力：運動に親しむ，体力向上 

人との身体的距離の確保を意識す
るために，５・６年生が学校のリー
ダーとして，足跡マークをコメント
付きで作成しました。自分たちで，
取り組んでいこうとする姿勢が表れ
てきました。 

PTA 活動：花植え 

 今年はコロナ感染予防対策に 

より，PTA 活動が縮小され，花 

壇の苗植えは教職員で行いまし 

た。子どもたちは水やりや草取 

りを担当しています。植物を大 

事に育てる心が育っています。 (花植えの様子) 

楽しくブランコ 

 

 

 

 

 

 

 

子ども

も先生

もケン

ケンパ 

体験を通して③ 
⇒育成する力：衛生的生活習慣，リーダー性 

 

「人権の花」贈呈式６月９日 
法務局の人権擁護委員猫山様 

から，学校を代表して５年生が 

「人権の花」を受け取りました。 

子どもたちは協力して，花の苗 
を植えました。これから，大事 
に育てることを通して，優しさ 
と思いやりの心を育んでまいり 
ます。ご家庭には，１人１袋の 
「人権の花の種」をお配りしま 
した。ぜひ“思いやりの花”を育 
ててみてください。 

 

 （プランターへ移植） 

（写真：１つ１つ違うコメントが書かれています） 

授業を通して ⇒ 育成する力：豊かな心 


